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１．洪水(地震)時巡視について 

 ■巡視の内容 

 

■洪水時巡視の流れ 

① 待機：状況に応じて出動出来るように会社等で待機する。 

② 招集：諫早出張所へ集合し、事前ミーティングを行う。 

③ 出動：河川巡視の開始 

④ 解散：河川巡視の終了 

 

２．洪水時巡視区間 

 

 

堤防、高水敷 決壊、崩壊、亀裂、陥没、漏水等 

護岸、水制 崩壊、亀裂、陥没、流失、洗堀、沈下、傾斜等 

水門、樋門、樋管、陸閘 

（許可工作物も含む） 

本体の状況、操作の状況(全開・全閉等)、取付護岸、

亀裂、洗堀等 

橋梁 本体の状況、取付護岸、洗堀、流出、ゴミ等 

堤防の住居側の状況 浸水、漏水 

その他 流木、ゴミ、水防活動状況等 



 

３．巡視訓練について 

 ■日時：平成２７年５月２９日(金) 

■スケジュール 

・  9:30～10:00 洪水時巡視の説明(実施要領及び項目、巡視ルート、巡視に当たっ

て留意(注意)事項の確認等)、河川情報の入手方法及び過去の出水

状況の説明 

・ 10:00～12:00 現地調査(巡視ルート、危険箇所、内水頻発箇所等の確認) 

・ 13:00～15:00 巡視訓練(洪水時を想定した一連の巡視訓練) 

 ■場所：洪水時巡視の説明（諫早出張所）、現地調査（下記の５つの巡視区間）、巡視訓

練（諫早出張所） 

 

 

  

  
 

 ■過去の洪水時巡視の実績 

   平成２６年度：３班（7/3） 

   平成２５年度：無し 

   平成２４年度：３班（6/16,6/24）、 

   平成２３年度：１班,２班,４班,５班（6/12,8/23,8/24） 

３班（6/12,6/20,8/23,8/24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡視訓練の状況

洪水時巡視の状況 


